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1954. 5 兵庫県神戸市生まれ（兵庫県・私立六甲学院高等学校出身）
1978. 3 東京大学工学部原子力工学科卒業
1980. 3 東京大学大学院工学系研究科修士課程（原子力工学専攻）修了
1983. 3 東京大学大学院工学系研究科博士課程（原子力工学専攻）修了
1983. 4 日本学術振興会奨励研究員に採用
1984. 11 東京大学工学部助手（原子力工学研究施設＠東海村）に採用
1986. 11〜1987. 2 アメリカ・ローレンスリバモア国立研究所に客員研究員として滞在
1987. 12 工学部助教授（原子力工学科）に昇任
1992. 5 〜1993. 2 ドイツ・カールスルーエ原子力研究所に客員研究員として滞在
1994. 4 大学院重点化により工学系研究科システム量子工学専攻に所属変更
1996. 4 工学部総合試験所へ配置換え
1999. 4 大学院工学系研究科教授（システム量子工学専攻）に昇任
2000. 4 工学部システム創成学科 （環境・エネルギーシステムコース）に併任
2003. 7 大学院工学系研究科附属原子力工学研究施設(東海村)に配置換え
2005. 4 大学院工学系研究科原子力国際専攻に配置換え
2007.11 大学院工学系研究科総合研究機構に配置換え
2020. 3 東京大学定年退職
2020. 6 東京大学名誉教授
2020. 8 一般財団法人 エネルギー総合工学研究所理事長に就任

CAO、MEXT、METI、茨城県、JAEA、QST、JNFLなどの原子力・核融合関係の審議会委員など。

Face Book (個人、友達限定）： https://www.facebook.com/takayuki.terai.5
（ご希望があれば、メッセンジャー等で本講義へ参加した旨を明記いただき、リクエストをお願いします）

Instagram(個人)：https://www.instagram.com/takayuki.terai.5/
Twitter（個人）： https://twitter.com/TakayukiTerai
Face Book（国内・海外/こんなとこ行きました）：https://www.facebook.com/terai.ip/
Face Book（東大時代の研究室）： https://www.facebook.com/terailab

主な専門分野：粒子線照射やプラズマによる材料の物性制御と新機能創出、原子力・核融合炉工学、環境・エネルギーシステムの要
素技術 （原著論文470報、総説35報、著書20冊）
趣味：旅行（特に海外。今は、中南米・アフリカ・中東・中央アジア・南アジアなどへいってみたい）、読書（地理・歴史・社会・文化・自然
科学）、博物館めぐり、適度なスポーツ、写真術（昔はDPEもやりました。今はもっぱらデジタルカメラ）



（一般財団法人）エネルギー総合工学研究所
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・役員：理事長・副理事長（専務理事）・常務理事・理事8名・監事2名、評議員：12名、職員:約60名
・エネルギー技術の体系的基盤の確立・向上を図り、国民経済の健全な発展に寄与することを目的に、

1978年4月1日に「財団法人エネルギー総合工学研究所」として設立。https://www.iae.or.jp/



最近、エネルギー関係の本を出版しています
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エネルギー総合工学研究所編著「図解でわかるカーボンリサイクル」（技術評論社、2020)
エネルギー総合工学研究所編著「図解でわかるカーボンニュートラル」（技術評論社、2021)
エネルギー総合工学研究所編著「見てわかる！エネルギー革命」（誠文堂新光社、2022）
CN2燃料の普及を考える会編著「図解でわかるカーボンニュートラル燃料」（技術評論社、2022) 所員が一部分担執筆
エネルギー総合工学研究所編著「図解でわかる再生可能エネルギー×電力システム」（技術評論社、2023) 
エネルギー総合工学研究所編著「カーボンニュートラル2050ビジョン」（エネルギーフォーラム社、2024）
エネルギー総合工学研究所編著「図解でわかる熱エネルギー」（技術評論社、2025) など。

毎年、シンポジウムを開催し、毎月、月例研究会を開催しています。ここ2年間はオンライン形式。
詳細は研究所のホームページをご参照ください。 https://www.iae.or.jp/
多くの特典（季刊誌「エネルギー総合工学」の無料配布・シンポジウム・月例研究会・賛助会員会議へのご招待等）がある賛助会員を募集中
（現在 98 法人）。
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新エネルギーの評価と課題

10



統合コストの⼀部を考慮した発電コスト 2040年の試算結果
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再エネ主力電源化に向けた電力系統の技術的課題と対応
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課 題 問題点と対応状況

①再エネの送電
 容量の確保

◆大規模再エネの適地と大規模需要地が離れ、送電線容量が
不足。局所的なアクセス線容量不足も発生。

⚫ 空間的ギャップ
⇒日本版コネクト＆マネージによる対応、地域間連系線の強化、

 将来の再エネポテンシャルを踏まえたマスタープランの作成

②再エネの出力
変動への対応

◆電力の需要と供給は常にバランスを取る必要があり、現在は
調整力として火力・揚水発電に依存。

◆再エネ増加に伴い調整力が不足すると、再エネの出力制御が
増加の懸念

⚫ 時間的ギャップ
⇒火力発電の調整力の維持、グリッドコードの整備、需給調整   
市場の整備、EVなど分散型エネルギー資源（DER）の活用

③系統の安定性
の確保

◆再エネ（非同期電源）増加により慣性力が不足し、大規模電源
脱落時などに広域停電のリスクが高まる。

⚫ 直流と交流のギャップ
⇒一定量の同期電源の維持、同期調相器の設置、疑似慣性力
機能の導入
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調整力の確保
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位相角安定性や電圧安定性も重要だが省略
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発電機の慣性力と同期化力
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揚水発電
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主な二次電池（蓄電池）の性能比較
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大型電力貯蔵用蓄電池の特徴
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リチウムイオン二次電池
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液状の電解質はLiPF6,LiBF4あるいはLiClO4のようなリチウム
塩とエチレンカーボネートのような溶媒

• 実用化されている二次電池の中でエネルギー密度が最大
• 高い電圧（3.7V）
• メモリー効果がない
• 自己放電が少ない
• 充電/放電効率が良い(80%-90%) 
• 寿命が長い(500-1000サイクル)
• 高速充電が可能
• 大電流放電が可能
• 使用温度範囲が広い
• 汎用性が高い
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ナトリウム硫黄（NaS）電池
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国内のMW級の系統用蓄電池システム
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次世代蓄電池の研究開発
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再エネ余剰電力を用いた水素製造
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水電解による水素製造
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固体高分子型燃料電池（PEFC）
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代表的な水素キャリア
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蓄熱発電
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蓄熱発電

52

顕熱蓄熱：岩石、コンクリート、Al-Si、溶融塩など
潜熱蓄熱：パラフィン、マイクロカプセルなど
化学蓄熱：Ca(OH)2/CaO など

NaNO3 (60 wt%)–KNO3 (40 wt%)



潜熱蓄熱材
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状態変化に伴う体積変化に対応するため、
潜熱蓄熱材をAｌ2O3などのマイクロカプセルに
封入する。



化学蓄熱
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圧縮空気エネルギー貯蔵
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CAES（Compressed Air Energy Storage）
A-CAES(Adiabatic-CAES)
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